
                               

令和７年度 

次期「府民躍動 雇用応援★夢プラン」検討会議 
 

次     第 

 

 

                       日 時：令和７年４月１７日（木） 

                         午 前 １ ０ 時 ～ １ ２ 時 

                     場 所：京都経済センター ６－Ｄ会議室 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ 内  容 

 

（１）基本データと京都府の取組の共有、新計画の方向性の検討等について 

 

（２）意見交換 

 

（３）その他 

 

３ 閉  会 



 

次期「府民躍動 雇用応援★夢プラン」検討会議設置要綱 
 

（目的） 

第１条 京都府内の中小企業における雇用情勢を踏まえ、京都府の雇用対策の方向性を定

め、雇用の安定と府内中小企業の人材確保、次世代を担う人材育成を図るため、幅広い

視点から多様な意見を聴取することを目的に次期「府民躍動 雇用応援★夢プラン」

検討会議（以下「会議」という。）を設置する。 

 

（組織） 

第２条 会議は、別表１に掲げる委員をもって構成する。 

２ 委員の任期は、選任された日から４年とし、再任することができる。 

３ 会議には、会長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

４ 知事は、必要に応じて会議を招集する。 

５ 会長は、議事を運営する。 

６ 会長に事故があるときは、あらかじめ会長が指名する委員がその職務を代理する。 

  

（委員の責務） 

第３条 委員は、公正かつ公平に意見を述べなければならない。 

２ 委員は、会議で知り得た秘密を漏らしてはならず、委員の職を退いた後も同様とす

る。ただし、知事が認めたときは、この限りではない。 

 

（委員以外の者の出席） 

第４条 知事は、会議において、必要があると認めたときは、委員以外の者の出席を求

め、その者の意見を聞くことができる。 

 

（ワーキングチーム） 

第５条 会議に、特定の事項に関して助言を行うため、ワーキングチームを設置するこ

とができる。 

２ ワーキングチームは、別表２に掲げる委員をもって構成する。 

３ ワーキングチームの組織については、第２条の規定を準用する。この場合において、

同条中「会議」とあるのは「ワーキングチーム」と読み替えるものとする。 

 

（公開） 

第６条 会議は、原則として公開とする。ただし、会議を公開することにより公正かつ

円滑な運営に著しい支障が生じると認められるときその他知事が必要と認めるとき

は、非公開とすることができる。 

 

（その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営等に関し必要な事項は、知事が別に

定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和７年２月３日から施行する。 



（別表１）

氏　　名 職　　　　　　　　名

アンナ･クレシェンコ 　Ｆｌｏｒａ株式会社　代表取締役

上田　清和 　一般社団法人京都経営者協会　専務理事

浦坂　純子 　同志社大学　教授

杉岡　秀紀 　福知山公立大学　准教授

鈴鹿　可奈子 　株式会社聖護院八ッ橋総本店　代表取締役社長

冨田　キアナ 　京都大学大学院生

濱田　祐太 　株式会社ローカルフラッグ　代表取締役

原　敏之 　日本労働組合総連合会京都府連合会　会長

村田　淳 　京都大学学生総合支援機構　准教授

渡辺　誠
　京都府助言役（参与）（雇用創出･就業支援担当）
  京都大学経済研究所　教授

【オブザーバー】

渡部　愛 　京都労働局　職業安定部長

真鍋　隆浩
　京都市　産業観光局産業企画室
  ひと・しごと環境整備担当部長

次期「府民躍動 雇用応援★夢プラン」検討会議

委員名簿



次期「府民躍動 雇用応援★夢プラン」の策定について  
 
 

令和７年４月１7 日 

１ 趣 旨 

現行計画が令和７年度末に終了するにあたり、コロナ禍後の人材不足や働き方の多様

化、転職希望者の増加、女性、シニア、障害者の活躍促進、ジョブ型雇用の普及等の課

題に即応するための新計画を策定する。 
 

２ 計画期間 

  令和８年度～11 年度（４年間） 
 

３ 次期プランの主な検討テーマ（案） 

 ・若者の府内定着の促進と多様な人材の活躍促進 

・企業の人材確保・定着支援と職場環境の改善 

・人生 100 年時代の人材育成と次世代を見据えた職業能力開発 

・「働く人の希望が実現できる」職場づくり・人づくりを推進する新たな体制の構築  

  （オール京都の推進体制の構築）  など 
 
４ 検討会議及びワーキングチーム 

 ・外部有識者等から構成される検討会議において意見聴取を行い、計画を策定 

 ・個別のテーマは、ワーキングチームで議論し、検討会議に報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

５ スケジュール 

４月  第１回検討会議（方向性検討） 

６月  ６月議会報告 

 ７月  第２回検討会議（中間案検討） 

 ９月  ９月議会（中間案報告） 

 10 月  パブコメ 

 11 月  第３回検討会議（最終案検討） 

12 月   12 月議会（最終案報告） 
 

６ 会議開催回数 

令和７年度     ３回程度 

令和８年度～11 年度 各年度１回程度 

検討会議 「多様な人材の活躍」ワーキングチーム 

「人材育成」ワーキングチーム 

「人材確保･定着」ワーキングチーム 

「新体制構築」ワーキングチーム 
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（
▲

２
９

．
１

％
）

１
５

９
，

４
６

４
人

（
▲

２
４

．
３

％
）

１
９

０
，

８
６

６
人

（
▲

９
．

４
％

）
２

１
０

，
７

８
７

人

〇
府

北
部

高
校

卒
業

生
の

４
人

に
３

人
は

進
学

の
た

め
に

都
市

部
に

出
て

い
く
。

（
国

勢
調

査
）

卒
業

者
数

（Ｒ
６

．
３

卒
）

う
ち

進
学

者
数

う
ち

就
職

者
数

そ
の

他

２
，

４
９

２
人

１
，

８
９

４
人

（
７

６
．

０
％

）
５

２
５

人
（
▲

２
１

．
１

％
）

７
３

人
（
▲

２
．

９
％

）

4



非
正

規
雇

用
者

数
、

非
正

規
雇

用
率

の
推

移
（

全
国

・
京

都
府

）

73
9

72
5

64
2

62
5

60
7

63
6

67
7

19
2

24
1

35
3

41
7

43
5

47
0

46
5

20
.6

24
.9

35
.5

40
.0

 
41

.8
42

.5
40

.7

18
.2

21
.2

31
.9

35
.5

38
.2

38
.2

36
.9

051015202530354045

0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

平
成

４
年

平
成

９
年

平
成

14
年

平
成

19
年

平
成

24
年

平
成

29
年

令
和

４
年

正
規

雇
用

者
数

（
京

都
府

）
非

正
規

雇
用

者
数

（
京

都
府

）
非

正
規

雇
用

割
合

（
京

都
府

）
非

正
規

雇
用

割
合

（
全

国
）

5
資

料
出

所
：
総

務
省

「
就

業
構

造
基

本
調

査
」

全
国

ワ
ー

ス
ト

３
位

全
国

ワ
ー

ス
ト

２
位

全
国

ワ
ー

ス
ト

１
位

（
千

人
）

（
％

）

○
コ

ロ
ナ

禍
を

は
さ

み
、

正
規

雇
用

者
は

増
加

、
非

正
規

雇
用

者
は

減
少

し
、

非
正

規
雇

用
率

も
低

下
。



(万
人
)

正
規
の

職
員
・
従
業
員

非
正
規

の
職
員
・
従

業
員

20
04
年

1
,0

25
1,

09
8

20
09
年

1
,0

50
1,

20
0

20
14
年

1
,0

22
1,

33
5

20
19
年

1
,1

69
1,

48
2

20
24
年

1
,2

98
1,

44
4

資
料

出
所

：
総

務
省

「
労

働
力

調
査

(詳
細

集
計

・
⾧

期
時

系
列

デ
ー

タ
)」

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

20
04

年
20

09
年

20
14

年
20

19
年

20
24

年

女
性

正
規

・
非

正
規

の
職

員
・
従

業
員

数

正
規

の

職
員

・
従

業
員

非
正

規
の

職
員

・
従

業
員

(万
人

)
正
規
の

職
員
・
従
業

員
非
正
規
の

職
員
・
従
業
員

20
04
年

2,
38

5
4
66

20
09
年

2,
34

5
5
27

20
14
年

2,
26

7
6
31

20
19
年

2,
34

7
6
91

20
24
年

2,
34

7
6
82

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

20
04

年
20

09
年

20
14

年
20

19
年

20
24

年

男
性

正
規

・
非

正
規

の
職

員
・
従

業
員

数

正
規

の

職
員

・
従

業
員

非
正

規
の

職
員

・
従

業
員

【多
様
な
人
材
の
活
躍
促
進
と職
場
環
境
の
改
善
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
参
考
資
料
】

男
性

･女
性

正
規

職
員

、
非

正
規

職
員

の
従

業
員

数
の

推
移

（
全

国
）

6



男
女

別
の

非
正

規
職

員
数

資
料

出
所

：
総

務
省

「
令

和
4 年

度
就

業
構

造
基

本
調

査
」

男
性

の
非

正
規

職
員

数
は

減
少

傾
向

に
あ

る
も

の
の

、
女

性
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

（
千

人
）

05010
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

平
成

４
年

平
成

９
年

平
成

14
年

平
成

19
年

平
成

24
年

平
成

29
年

令
和

４
年

男
性

女
性

7



0

50
00

10
00

0

15
00

0

20
00

0

25
00

0

30
00

0

35
00

0

40
00

0

45
00

0

15
～

19
歳

20
～

24
歳

25
～

29
歳

30
～

34
歳

35
～

39
歳

40
～

44
歳

45
～

49
歳

50
～

54
歳

55
～

59
歳

60
～

64
歳

65
～

69
歳

70
～

74
歳

75
歳

以
上

_男 _女

男
女

別
･年

齢
別

･非
正

規
職

員
数

資
料

出
所

：
総

務
省

「
令

和
4 年

度
就

業
構

造
基

本
調

査
」

○
2
0
～

24
歳

、
6
5歳

以
降

の
非

正
規

職
員

数
は

男
女

と
も

大
き

な
差

は
な

い
。

〇
2
5
～

64
歳

は
女

性
の

非
正

規
職

員
が

男
性

を
大

幅
に

上
回

る
。

（
人

）

8



産
業

別
非

正
規

職
員

割
合

資
料

出
所

：
総

務
省

「
令

和
4 年

度
就

業
構

造
基

本
調

査
」

「
宿

泊
業

，
飲

食
サ

ー
ビ

ス
業

」、
「
サ

ー
ビ

ス
業

」
、

「
卸

売
業

，
小

売
業

」で
非

正
規

職
員

割
合

が
高

い
。

9

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

70
.0

%

そ
の

他

公
務

サ
ー

ビ
ス

業

複
合

サ
ー

ビ
ス

事
業

医
療

，
福

祉

教
育

，
学

習
支

援
業

生
活

関
連

サ
ー

ビ
ス

業
，

娯
楽

業

宿
泊

業
，

飲
食

サ
ー

ビ
ス

業

学
術

研
究

，
専

門
・
技

術
サ

ー
ビ

ス
業

不
動

産
業

，
物

品
賃

貸
業

金
融

業
，

保
険

業

卸
売

業
，

小
売

業

運
輸

業
，

郵
便

業

情
報

通
信

業

電
気

・
ガ

ス
・
熱

供
給

・
水

道
業

製
造

業

建
設

業

漁
業

農
業

，
林

業



不
本

意
非

正
規

雇
用

者
数

の
推

移
（

全
国

・
京

都
府

）

〇
不

本
意

非
正

規
雇

用
者

数
は

、
H

２
９

年
と

R
４

年
と

比
較

し
、

全
国

・
京

都
府

と
も

に
減

少
し

た
。

（
全

国
：
約

１
５

０
万

人
（
２

３
．

３
％

）
減

少
、

京
都

府
：
約

２
万

３
千

人
（
１

７
．

２
％

）
減

少
）

資
料

出
所

：
総

務
省

「
就

業
構

造
基

本
調

査
」

6
,
4
2
9
,
7
0
0
 

4
,
9
2
9
,
8
0
0
 

0

1,
00

0,
00

0

2,
00

0,
00

0

3,
00

0,
00

0

4,
00

0,
00

0

5,
00

0,
00

0

6,
00

0,
00

0

7,
00

0,
00

0

H
29

R4

23
.3

%
減

少

（
▲

1,
49

9,
90

0 人
）

（
人

）

1
3
6
,
2
0
0
 

1
1
2
,
8
0
0
 

0

40
,0

00

80
,0

00

12
0,

00
0

16
0,

00
0

H
29

R4

（
人

）

17
.2

%
減

少

（
▲

23
,4

00
人

）

全
国

京
都

注
）
不

本
意

非
正

規
雇

用
者

数
は

、
「
現

職
の

雇
用

形
態

に
つ

い
て

い
る

理
由

（
非

正
規

の
職

員
・
従

業
員

）
」
の

う
ち

以
下

の
合

計
値

で
集

計
。

①
主

に
正

規
の

職
員

・
従

業
員

の
仕

事
が

な
い

か
ら

②
正

規
の

職
員

・
従

業
員

の
仕

事
が

な
い

か
ら
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令
和

６
年

３
月

新
規

学
校

卒
業

者
の

就
職

状
況

○
新

規
大

学
卒

業
者

の
就

職
内

定
率

は
９

５
．

３
％

（
対

前
年

同
期

比
０

．
１

ポ
イ

ン
ト

増
）
と

な
り

、
ほ

ぼ
コ

ロ
ナ

前
と

同
水

準
と

な
っ

た
。

○
令

和
５

年
度

（
R6

.3
卒

）
の

京
都

府
内

就
職

者
数

は
、

5,
68

6人
と

調
査

開
始

の
平

成
29

年
度

以
降

、
２

番
目

に
多

い
数

値
（
１

７
．

８
％

）
。

○
新

規
高

等
学

校
卒

業
生

の
就

職
内

定
率

は
９

７
．

４
％

（
対

前
年

同
期

比
０

．
７

ポ
イ

ン
ト

減
）
と

な
っ

た
。

高
卒

求
人

倍
率

は
４

．
７

４
倍

（
対

前
年

同
期

比
０

．
４

２
ポ

イ
ン

ト
増

）と
な

り
、

昭
和

５
０

年
３

月
卒

業
者

の
５

．
０

倍
以

降
、

４
９

年
ぶ

り
の

高
水

準
と

な
っ

た
。

資
料

出
所

：
京

都
労

働
局

1.
77

 
1.

75
 

1.
77
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2.
78

 
2.

99
 

3.
15

 
3.

42
 

3.
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5.
00

求
人

倍
率

内
定

率

京
都

府
内

大
学

卒
業

者
の

内
定

状
況

高
校

生
内

定
率

高
卒

求
人

倍
率

％
％
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.0
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0

大
学

4年
1日

時
点

短
大

4月
1日

時
点

大
学

10
月

1日
時

点
短

大
10

月
1日

時
点

府
内

企
業

就
職

割
合

↑
府

内
企

業
就

職
割

合

（
推

計
値

）

新
規

高
等

学
校

卒
業

者
の

内
定

状
況

資
料

出
所

：
府

内
企

業
就

職
割

合
は

京
都

府
に

よ
る

各
大

学
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査



○
京
都
は
多

様
な
大

学
が

集
積
す
る

日
本
有
数
の

「
学
び

の
ま
ち

」
。
人
文
・
社
会

科
学

、
理
・

工
・
農
学
、
保
健

、
教
育
、
芸

術
な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な
学
び
を
提
供
で
き
る
４

３
の
大

学
・

短
期
大

学
が
集

積
。

○
人

口
当

た
り

の
学

生
数

は
日
本

一
で
あ

り
、
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
数
も
東
京
都
、
大
阪
府
に
次
い
で
全
国

３
位
。

○
府
内
学
生

の
府

内
就

職
率

は
約

１
９
％

と
低
い
。
（
令
和
５
年
３
月
卒
：
１
７
．
８
％
）

（
出

典
）
「
令
和
５
年
学
校
基
本
調
査
」
（
文
部
科
学
省
）

「
令

和
５

年
度

住
民

基
本

台
帳

に
基

づ
く

人
口

、
人

口
動

態
及

び
世

帯
数

」
（

総
務

省
）

（
出

典
）

京
都

府
調

べ
（

令
和

４
年

３
月

卒
）

京
都
府
内
の
学
生
数

京
都
府
内
の
学
生
数

大
学

生
・

大
学

院
生

16
9,

12
4人

短
期

大
学

生
2,

76
5人

合
計

17
1,

88
9人

【
学
生
数
】

全
国
５
位

【
人
口
千
人
当
た
り
学
生
数
】

68
.7

56
.6

29
.8

26
.6

23
.7

21

京
都

府

東
京

都

大
阪

府

愛
知

県

兵
庫

県

神
奈

川
県

全
国
１
位

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
数

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
数

1,
35

2

27
1

23
5

20
7

16
2

東
京

都

大
阪

府

京
都

府

神
奈

川
県

福
岡

県
（
出
典
）
「
令
和
４
年
度
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

実
態
等
調
査
」
（
経
済
産
業
省
）

全
国
３
位

学
生
の
域
内
就
職
率

学
生
の
域
内
就
職
率 19

%

29
%34

%

44
%46

%

59
%

京
都

府

兵
庫

県

大
阪

府

福
岡

県

広
島

県

北
海

道

府
内

大
学

･大
学

生
の

状
況
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○
留
学
生

、
技

人
国

外
国

人
（
技
術
・
人
文

知
識
・
国
際
業
務
）
と

も
に

増
加
傾

向
。

○
各
年
度
に

大
学
・

大
学

院
を

卒
業

・
修
了
し
た
外
国
人
留
学
生
の
う
ち
、
日
本

国
内
で

就
職

し
た

外
国

人
留

学
生
の
占

め
る

割
合
は

約
３

～
４

割
に
な

っ
て
い
る
。

0

10
00

0

20
00

0

平
成

30
年

令
和

元
年

令
和

２
年

令
和

３
年

令
和

４
年

令
和

５
年

令
和

６
年

留
学

技
術

・
人

文
知

識
・

国
際

業
務

（
人

）

（
出

典
）

「
20

20
（

令
和

2）
年

度
外

国
人

留
学

生
進

路
状

況
・

学
位

授
与

状
況

調
査

結
果

」
（

令
和

4年
4月

(独
)日

本
学

生
支

援
機

構
）

日
本

に
お

け
る

就
職

を
希

望
す

る
外

国
人

留
学

生
は

全
体

の
約

５
５

％
を

占
め

る
。 （

出
典
）

「
令

和
元

年
度

私
費

外
国

人
留

学
生

生
活

実
態

調
査

」
（

令
和

3年
6月

(独
)日

本
学

生
支

援
機

構
）

府
内
留
学
生
、
技
人
国
外
国
人
の
推
移

府
内
留
学
生
、
技
人
国
外
国
人
の
推
移

大
学
（
学
部
・
院
）
段
階
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
卒
業
・
修
了
及
び
国
内
就
職
の
推
移

大
学
（
学
部
・
院
）
段
階
に
お
け
る
外
国
人
留
学
生
の
卒
業
・
修
了
及
び
国
内
就
職
の
推
移

留
学

生
の

状
況

資
料

：
厚

生
労

働
省

「外
国

人
雇

用
状

況
の

届
出

状
況

」
（R

６
.1

0
末

時
点

）

6
,2

2
3
人

1
7
,7

4
3人

13



Ｕ
タ

ー
ン

の
状

況

○
Ｕ
タ
ー
ン

年
齢
の

分
布

を
み
る
と

、
Ｕ
タ

ー
ン
年
齢
の
ピ
ー
ク
は
2
2
歳
（
2
0
.
0
%
）

〇
2
5
歳
程
度

ま
で
が

Ｕ
タ

ー
ン
の
多
い
年
齢
層
と
言
え
る
も
の
の
、
2
0
代
半
ば
～
3
0
歳
頃

ま
で
は

一
定
程
度
の
Ｕ
タ
ー
ン

が
続
く

出
身

地
へ

の
Ｕ

タ
ー

ン
年

齢

（
歳

）

○
2
0
2
5
年

卒
の
学
生

が
地

元
就

職
（
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
含
む
）
を
希
望
す
る
割
合
は
、
6
2
.
3
％
（

前
年
比
0
.
3
％
減

）
〇
2
0
2
3
年

卒
以
降

3
年
連
続

で
６
割
を

超
え
て

お
り
、
大
手
企
業
志
向
の
傾
向
と
比
較
す
る
と
、

20
1
7
年

卒
か

ら
2
4年

卒
ま
で

反
比

例
の
関
係

に
あ
る

。

資
料

出
所

：

独
立

行
政

法
人

労
働

政
策

研
究

・
研

修
機

構

「
若

年
層

の
地

域
移

動
に

関
す

る
調

査
」
（
平

成
2
8
年

１
月

）

14



ジ
ェ

ン
ダ

ー
ギ

ャ
ッ

プ
指

数
20

24
年

15



女
性

の
年

齢
階

級
別

労
働

力
率

（
全

国
）

16



都
道

府
県

別
ジ

ェ
ン

ダ
ー

ギ
ャ

ッ
プ

指
数

出
典
;
都
道
府
県
市
区
町
村
ht
tp
s:
//
uu
b.
jp
/

原
出
典
:
都
道
府
県
版
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
指
数
【
地
域
か
ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
研
究
会
】
（
20
25
年
3月
8日
発
表
）

京
都
府
は

教
育
分

野
で

1
3
位
、

経
済
分
野
で
７
位

17



賃
金

の
状

況

男
女

別
賃

金
の

推
移

男
女

別
･年

齢
階

層
別

賃
金

都
道

府
県

別
賃

金

○
都
道
府
県
別
賃
金

で
京

都
府

は
５
位
（
3
2
3
.
3
千
円
／
月
）

〇
男
女
別
で
は
男
性

は
3
6
万

3
1
0
0
円

、
女
性
は
2
7万

5
3
0
0
円
で
、
全
国
の
男
女
間
の
賃

金
格
差

は
過

去
最
小

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
令

和
６

年
賃

金
構

造
基

本
統

計
調

査
」

18



19
※

出
展

：
京

都
労

働
局

障
害

者
雇

用
状

況
の

集
計

結
果

〇
令

和
６

年
の

雇
用

障
害

者
数

は
、

１
１

，
７

６
８

．
５

人
、

実
雇

用
率

は
２

．
４

３
％

い
ず

れ
も

過
去

最
高

を
更

新
〇

精
神

障
害

者
の

伸
び

率
が

大
き

い

京
都

府
内

の
民

間
企

業
に

お
け

る
障

害
の

あ
る

方
の

雇
用

状
況

【多
様
な
人
材
の
活
躍
促
進
と職
場
環
境
の
改
善
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
参
考
資
料
】

京
都

府
に

お
け

る
障

害
者

雇
用

の
状

況



⑦
京

都
府

に
お

け
る

多
様

な
人

材
活

躍
（
障

害
者

雇
用

）
都

道
府

県
別

障
害

者
実

雇
用

率
、

法
定

雇
用

率
達

成
企

業
の

割
合

（
１

）
障

害
者

実
雇

用
率

が
高

い
順

（
２

）
法

定
雇

用
率

達
成

企
業

の
割

合
が

高
い

順

順
都

道
府

県
名

障
害

者
実

雇
用

率
法

定
雇

用
率

達
成

企
業

の
割

合
順

都
道

府
県

名
法

定
雇

用
率

達
成

企
業

の
割

合
障

害
者

実
雇

用
率

1
沖

縄
3.

39
 

60
.0

 
1

島
根

66
.3

 
2.

89
 

2
奈

良
3.

00
 

60
.5

 
2

宮
崎

63
.5

 
2.

87
 

3
島

根
2.

89
 

66
.3

 
3

佐
賀

62
.6

 
2.

87
 

4
⾧

崎
2.

88
 

57
.4

 
4

鳥
取

61
.1

 
2.

56
 

5
佐

賀
2.

87
 

62
.6

 
5

大
分

60
.8

 
2.

77
 

宮
崎

2.
87

 
63

.5
 

6
奈

良
60

.5
 

3.
00

 

7
和

歌
山

2.
78

 
59

.0
 

7
沖

縄
60

.0
 

3.
39

 

8
山

口
2.

77
 

54
.4

 
8

和
歌

山
59

.0
 

2.
78

 

大
分

2.
77

 
60

.8
 

9
秋

田
58

.8
 

2.
49

 

10
滋

賀
2.

66
 

54
.1

 
10

三
重

57
.6

 
2.

52
 

鹿
児

島
2.

66
 

57
.2

 
徳

島
57

.6
 

2.
42

 

12
北

海
道

2.
64

 
49

.5
 

12
山

梨
57

.4
 

2.
37

 

13
石

川
2.

61
 

52
.6

 
⾧

崎
57

.4
 

2.
88

 

福
井

2.
61

 
56

.7
 

14
鹿

児
島

57
.2

 
2.

66
 

15
熊

本
2.

59
 

53
.1

 
15

福
井

56
.7

 
2.

61
 

16
岡

山
2.

58
 

50
.8

 
16

高
知

55
.7

 
2.

53
 

17
愛

媛
2.

57
 

50
.2

 
17

岩
手

55
.4

 
2.

50
 

18
鳥

取
2.

56
 

61
.1

 
18

新
潟

55
.2

 
2.

45
 

19
広

島
2.

54
 

49
.1

 
香

川
55

.2
 

2.
31

 

20
岐

阜
2.

53
 

53
.0

 
20

福
島

54
.8

 
2.

41
 

高
知

2.
53

 
55

.7
 

21
⾧

野
54

.7
 

2.
47

 

22
三

重
2.

52
 

57
.6

 
22

山
口

54
.4

 
2.

77
 

23
岩

手
2.

50
 

55
.4

 
23

滋
賀

54
.1

 
2.

66
 

24
青

森
2.

49
 

51
.6

 
24

栃
木

54
.0

 
2.

48
 

秋
田

2.
49

 
58

.8
 

25
群

馬
53

.2
 

2.
35

 

26
栃

木
2.

48
 

54
.0

 
26

熊
本

53
.1

 
2.

59
 

27
埼

玉
2.

47
 

45
.5

 
27

岐
阜

53
.0

 
2.

53
 

⾧
野

2.
47

 
54

.7
 

28
山

形
52

.7
 

2.
37

 

兵
庫

2.
47

 
47

.9
 

29
石

川
52

.6
 

2.
61

 

30
新

潟
2.

45
 

55
.2

 
30

青
森

51
.6

 
2.

49
 

31
大

阪
2.

44
 

41
.7

 
31

静
岡

51
.4

 
2.

43
 

静
岡

2.
43

 
51

.4
 

32
岡

山
50

.8
 

2.
58

 

32
京

都
2.

43
 

48
.7

 
33

愛
媛

50
.2

 
2.

57
 

福
岡

2.
43

 
47

.5
 

34
北

海
道

49
.5

 
2.

64
 

35
徳

島
2.

42
 

57
.6

 
35

宮
城

49
.4

 
2.

39
 

36
福

島
2.

41
 

54
.8

 
富

山
49

.4
 

2.
36

 

37
千

葉
2.

40
 

47
.3

 
37

広
島

49
.1

 
2.

54
 

神
奈

川
2.

40
 

43
.7

 
38

京
都

48
.7

 
2.

43
 

39
宮

城
2.

39
 

49
.4

 
39

兵
庫

47
.9

 
2.

47
 

40
山

形
2.

37
 

52
.7

 
40

福
岡

47
.5

 
2.

43
 

山
梨

2.
37

 
57

.4
 

41
千

葉
47

.3
 

2.
40

 

42
富

山
2.

36
 

49
.4

 
42

愛
知

46
.5

 
2.

36
 

愛
知

2.
36

 
46

.5
 

43
茨

城
45

.6
 

2.
33

 

44
群

馬
2.

35
 

53
.2

 
44

埼
玉

45
.5

 
2.

47
 

45
茨

城
2.

33
 

45
.6

 
45

神
奈

川
43

.7
 

2.
40

 

46
香

川
2.

31
 

55
.2

 
46

大
阪

41
.7

 
2.

44
 

47
東

京
2.

29
 

30
.5

 
47

東
京

30
.5

 
2.

29
 

全
国

2.
41

 
46

.0
 

全
国

46
.0

 
2.

41
 

京
都
府
の
障
害
者

雇
用

率
は

3
2
位

、
法
定

雇
用
率
達
成
企
業
の
割
合
は
3
8
位

20



○
京
都
府
の
留
学
生

数
の

伸
び

率
は

、
1
0
年

前
と
比
べ
て
全
国
を
上
回
っ
て
い
る
が
、
京
都

府
所

在
企
業
へ
の
就
職
の
伸
び
率
は
、
全
国

を
下
回
っ
て
い
る

。
○
外
国
人

材
は
、

東
京

・
大

阪
・

愛
知

等
に

集
中

（
特
に
、
高
度
外
国
人
材
（
専
門
的
・
技

術
的

分
野
の
在
留
資
格

）
は

、
３
都
府

県
で

全
体
の
５
割
超
を

占
め

て
い

る
）

。
○
将
来
、
ア
ジ
ア
各

国
の

賃
金

が
上

昇
す
れ

ば
、
来
日
の
メ
リ
ッ
ト
が
薄
れ
、
出
稼
ぎ
労
働

者
の

供
給
の
頭
打
ち
が

懸
念
。

留
学
生
数
と
留
学
生
の
就
職
目
的
の
在
留
資
格
変
更
許
可
人
数
の
推
移

13
8,

07
5 

13
7,

75
6 1

35
,5

19
 

18
4,

15
5 20

8,
37

9 23
9,

28
7 26

7,
04

2 29
8,

98
0 31

2,
21

4 
27

9,
59

7 

24
2,

44
4 

8,
58

6 
10

,9
69

 
11

,6
47

 1
2,

95
8 1

5,
65

7 1
9,

43
5 

22
,4

19
 25

,9
42

 30
,9

47
 29

,6
89

 2
8,

97
4 

6,
24

6 
6,

90
0 7,

24
3 

8,
84

0 9,
29

9 10
,5

53
 11

,2
19

 

13
,2

30
 14

,5
76

 13
,8

07
 13

,6
38

 

18
7 

23
8 

28
9 3

77
 

38
5 

45
0 

65
7 

70
1 

66
2 

59
1 

56
5 

02,
00

0

4,
00

0

6,
00

0

8,
00

0

10
,0

00

12
,0

00

14
,0

00

16
,0

00

18
,0

00

20
,0

00

0

50
,0

00

10
0,

00
0

15
0,

00
0

20
0,

00
0

25
0,

00
0

30
0,

00
0

H
23

H
24

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

R1
R2

R3

留
学
生
数
（
全
国
）

就
職

先
企

業
等

の
許

可
人

数
（

全
国

）

留
学
生
数
（
京
都
府
）

就
職

先
企

業
等

の
許

可
人

数
（

京
都

府
）

【
国

】

18
3.

7
3
8
.3

%
14

8
.3

46
.5

%
9
.8

12
.4

%
33

.5
9
.8

%
10

2.
2

39
.5

%

39
.6

8
.3

%
27

.5
8.

6%
6.

6
8.

4%
21

.9
6.

4%
25

.8
10

.0
%

38
.0

7
.9

%
23

.0
7.

2%
5.

8
7.

3%
20

.6
6.

0%
18

.6
7.

2%

7.
6

1.
6
%

4.
2

1.
3%

1
.4

1.
8
%

4.
7

1.
4%

3.
8

1.
5%

全
国

計
47

9.
9

10
0
%

3
18

.9
1
00

%
79

.1
10

0%
3
43

.3
10

0
%

25
8.

6
10

0%

資
格

外
活

動
（留

学
）

う
ち

、
技

術
・
人

文
知

識
・
国

際
業

務

技
能

実
習

専
門

的
・
技

術
的

分
野

の
在

留
資

格

福
岡

京
都

（1
2位

）
京

都
（1

9
位

）
京

都
（1

2位
）

京
都

（2
4位

）

愛
知

大
阪

大
阪

大
阪

2

東
京

東
京

愛
知

東
京

大
阪

愛
知

東
京

大
阪

3
愛

知

う
ち

、
特

定
技

能
順

位

京
都

（
12

位
）

東
京

1

(単
位

：
千

人
)

外
国

人
労

働
者

の
在

留
資

格
別

の
順

位

資
料

：
「
外

国
人

雇
用

状
況

の
届

出
状

況
」
（R

4
.1

0末
時

点
）（

厚
生

労
働

省
）
を

も
と

に
作

成

（
単

位
：

人
）

留
学
生
数
の
伸
び
率
（
R3
/H
23
）
は
、
全
国
1.
7倍
、
京
都
2.
3倍

留
学
生
の
就
職
数
の
伸
び
率
（
R3
/H
23
）
は
、
全
国
3.
4倍
、
京
都
3.
0倍

資
料
:
「
留
学
生
の
日
本
企
業
等
へ
の
就
職
状
況
」
（
出
入
国
在
留
管
理
庁
）

「
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
結
果
」
（
独
立
行
政
法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
）
を
も
と
に
作
成

日
本
の
賃
金
を
10
0％
と
し
て
、

仕
送
り
等
を
50
％
と
し
て
試
算

資
料
:
ア
ジ
ア
中
期
経
済
予
測
「
日
本
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
、
20
32
年
に
頭
打
ち
」

（
（
公
益
社
団
法
人
）
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
、
20
22
年
11
月
15
日
公
表
）

外
国

人
の

雇
用

状
況

21



※
各

年
の

離
職

率
の

数
値

は
、

当
該

年
の

新
規

学
校

卒
業

者
と

推
定

さ
れ

る
就

職
者

の
う

ち
、

就
職

後
３

年
以

内
に

離
職

し
た

者
の

割
合

を
示

す
。

（
出

典
）

若
者

の
キ

ャ
リ

ア
と

企
業

に
よ

る
雇

用
管

理
の

現
状

（
労

働
政

策
研

究
・

研
修

機
構

：
Ｒ

３
）

○
新
卒
３
年

以
内
の

離
職

率
に

つ
い

て
は
３

割
前

後
で
推
移
。

○
正
規
の
職

員
・
従

業
員

の
転

職
希

望
率
に

つ
い
て
は
増

加
傾
向
。

○
初
職
が
正

社
員
の

離
職

経
験

者
（

若
年
層

）
の
う
ち
、
現
職
正
社
員
の
比
率
は
約

半
数

。

（
備

考
）

平
成

25
年

～
令

和
4年

労
働

力
調

査
結

果
（

総
務

省
統

計
局

）

9.
4%

9.
2%

9.
7%

9.
8%

10
.2

%
10

.6
%

11
.0

%
12

.0
%

13
.1

%
14

.7
%

15
.7

%

23
.7

%
23

.5
%

22
.7

%
21

.7
%

21
.4

%
19

.9
%

19
.2

%
18

.7
%

18
.3

%
18

.8
%

19
.7

%

0%5%10
%

15
%

20
%

25
%

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

正
規

の
職

員
・

従
業

員
非

正
規

の
職

員
・

従
業

員

就
職
率
及
び
新
卒
３
年
以
内
の
離
職
率

就
職
率
及
び
新
卒
３
年
以
内
の
離
職
率

転
職
希
望
率
の
推
移
（
雇
用
形
態
別
）

転
職
希
望
率
の
推
移
（
雇
用
形
態
別
）

初
職
離
職
経
験
者
の
現
職
正
社
員
比
率

初
職
離
職
経
験
者
の
現
職
正
社
員
比
率

正
社

員
比

率

男
性

女
性

男
女

計

初
職

正
社

員
年

齢
計

71
.4

36
.7

52
.9

15
～

24
歳

52
.2

39
.2

45
.5

25
～

29
歳

71
.0

41
.9

55
.0

30
～

34
歳

75
.7

32
.4

53
.0

（
％

）

（
出

典
）
厚
生
労
働
省

職
業
安
定
局
集
計

新
卒

３
年

以
内

の
離

職
率

及
び

転
職

希
望

者
の

推
移

22



ス
ポ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

状
況

○
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク

の
認

知
は

5
4
.
5
％

、
利
用
経
験
は
1
1
.
8
％
、
利
用
意
向
は
3
6
.
1
％

○
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク

サ
ー

ビ
ス

の
登
録

会
員

数
は
約
2
,
5
0
0
万
人

資
料

：
Ｍ

Ｍ
Ｄ

研
究

所
Ｈ

Ｐ

資
料

：
ス

ポ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
会

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
会
員
数
の
推
移

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
登
録
会
員
数
の
推
移

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
認
知
度
･利
用
経
験

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
認
知
度
･利
用
経
験

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の
利
用
意
向

ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
今
後
の
利
用
意
向

23



資
料
出

所
：

厚
生

労
働

省
「
雇

用
動

向
調
査
」

24

18
.7

%

6.
1% 6.

2%

33
.8

%

21
.8

%

13
.4

%

令
和

4
年

（
全

産
業

）

24
.9

%

2.
7%

6.
5%

33
.1

%

21
.1

%

11
.6

%

平
成

2
4
年

度
（

全
産

業
）

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

職
業

紹
介

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

職
業

紹
介

学
校

学
校

縁
故

縁
故

求
人

メ
デ

ィ
ア

・
広

告
求

人
メ

デ
ィ

ア
・

広
告

（
募

集
情

報
等

提
供

事
業

者
な

ど
）

（
募

集
情

報
等

提
供

事
業

者
な

ど
）

そ
の

他
そ

の
他

入
職

経
路

（
新

卒
含

む
）



民
営

職
業

紹
介

事
業

所
数

の
推

移

25



京
都
府
の
取
組



1

現
行
プ
ラ
ン
に
お
け
る
京
都
府
の
取
組

京
都
府

雇
用
の
安
定
・
確
保

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
な
ど
に
よ
る
支
援

企
業
の
人
材
確
保
と
誰
も
が
働
き

や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

京
都
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
支
援

京
都
産
業
を
支
え
る
人
材
の
育
成

京
都
府
生
涯
現
役
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

や
高
等
技
術
専
門
校
に
よ
る
支
援



コ
ー
ナ
ー

主
な
対
象
者

就 業 サ ポ ー ト セ ン タ ー

若
手
人
材

対
象
年
齢
：～
３
６
歳

新
規
学
卒
３
年
以
内
に
離
職
等
の
理
由
に

よ
り
３
年
以
上
の
正
社
員
経
験
が
無
い
求
職

者
等

ミ
ド
ル
人
材

対
象
年
齢
：３
７
～
５
６
歳

就
職
氷
河
期
世
代
で
、
正
社
員
経
験
が
ほ
と

ん
ど
な
い
求
職
者
等

高
齢
人
材

概
ね
５
７
歳
以
上
の
方

わ
か
も
の

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

正
社
員
を
目
指
す
安
定
し
た
就
労
経
験

が
少
な
い
４
５
歳
未
満
の
方

学 生 就 職

セ ン タ ー

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ー
ナ
ー

府
内
企
業
へ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
希
望

す
る
方

京
の
留
学
生
支
援

セ
ン
タ
ー

在
学
中
の
留
学
生
、
京
都
で
の
就
職
を
目

指
す
既
卒
の
留
学
生
（
国
際
課
所
管
）

（
企
業
向
け
に
「
外
国
人
採
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
も

配
置
）

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

新
卒
生
、
既
卒
生
及
び
高
校
生
の
一
部

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

通
常
の
ﾊ
ﾛ
ｰ
ﾜ
ｰ
ｸ
と
同
様
の
ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞｽ

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

子
育
て
中
の
女
性
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

方
（
男
女
共
同
参
画
課
所
管
）

コ
ー
ナ
ー

主
な
対
象
者

は
あ
と
ふ
る
コ
ー
ナ
ー

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方

京
都
障
害
者
雇
用
企
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

障
害
者
雇
用
に
か
か
る
支
援
を
求
め
る
企

業

農
林
水
産
業
コ
ー
ナ
ー

田
舎
暮
ら
し
や
農
業
で
就
業
を
希
望
す
る

方
（
経
営
支
援
・
担
い
手
育
成
課
所
管
）

福
祉
人
材
コ
ー
ナ
ー

福
祉
の
仕
事
に
就
き
た
い
方

（
地
域
福
祉
推
進
課
所
管
）

就
労
準
備
支
援
コ
ー
ナ
ー

生
活
面
や
社
会
面
に
関
す
る
複
合
的
な
課

題
を
抱
え
、
寄
り
添
い
支
援
が
必
要
な
方

（
地
域
福
祉
推
進
課
所
管
）

ゆ
っ
く
り
相
談
コ
ー
ナ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
へ
Ｓ
Ｖ
を
実
施

（
障
害
者
支
援
課
所
管
）

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

主
に
福
知
山
市
・
綾
部
市
以
北
に
在
住
の

方

2

京
都
お
仕
事
相
談
窓
口

ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
を
含
む
就
労
支
援
機
関
利

用
希
望
者
の
初
回
対
応
窓
口

(Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
就
職
に
係
る
相
談
業
務
含
む
)

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
コ
ー
ナ
ー
一
覧



学
生
就
職
セ
ン
タ
ー

新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
新
卒
向
け
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

コ
ー
ナ
ー

（
低
回
生
向
け
）

京
の
留
学
生

支
援
セ
ン
タ
ー

（
留
学
生
向
け
）

自
己
分
析
・
自
己
理
解
サ
ポ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
先
の
相
談

職
業
相
談
・
紹
介

E
S
添
削

模
擬
面
接

ア
ル
バ
イ
ト
の
相
談

生
活
相
談

交
流
会

外
国
人
材
の
受
け
入
れ

を
希
望
す
る
府
内
企
業

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

在
留
資
格
の
相
談

国
・
府
の
大
学
生
就
職
支
援
窓
口
を
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
に
一
元
集
約
、
京
都
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
及
び
京
都
企
業
人
材
確
保
セ
ン
タ
ー
と
一
体
と
な
っ
て
府
内
・
府
外
学
生
、
留
学
生
の
京
都
企
業
へ

の
就
職
を
推
進

●
相
談
窓
口

●
大
学
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

京
都
産
業
学
セ
ミ
ナ
ー

ミ
ニ
イ
ン
タ
ー
ン
フ
ェ
ア

就
活
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
等

3

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
学
生
の
京
都
企
業
へ
の
就
職
支
援



・
京
都
府
内
の
企
業
等
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
取
組
に
関
す
る
こ
と
。

・
就
職
活
動
に
支
援
を
必
要
と
す
る
学
生
に
対
す
る
連
携
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
留
学
生
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

・
学
内
で
行
う
合
同
企
業
説
明
会
の
開
催
に
関
す
る
こ
と
。

・
京
都
北
部
地
域
へ
の
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
就
職
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

・
学
生
や
そ
の
保
護
者
等
に
対
す
る
京
都
府
内
の
企
業
情
報
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
の
周
知
に
関
す
る
こ
と
。

・
学
生
及
び
卒
業
生
の
就
職
に
係
る
情
報
の
交
換
、
実
績
の
把
握
及
び
人
材
育
成
に
係
る
情
報
共
有
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
学
生
等
の
京
都
府
内
企
業
等
へ
の
就
職
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

府
内
：
４
４
大
学

（
４
３
大
学
・
短
大
＋
１
高
専
）

9
4
大
学

府
外
（
関
西
圏
）
：
2
3
大
学

府
外
（
首
都
圏
２
6
中
京
圏
１
）
：
２
7
大
学

※
令
和
7
年
3
月
3
1
日
末
時
点

学
生

の
人

材
育

成
を

は
じ

め
と

し
た

就
職

支
援

を
通

じ
て

、
京

都
府

内
企

業
等

へ
の

就
職

を
促

進
す

る
た

め
、

大
学

と
の

就
職

支
援

協
定

の
締

結
を

推
進

し
、

連
携

及
び

協
力

体
制

を
構

築
す

る
。

＜
R
6
新
規
締
結
＞

7
月
奈
良
大
学
び
わ
こ
学
院
大
学
・
短
期
大
学
部

1
1
月
大
阪
経
済
法
科
大
学
大
阪
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

＜
R
6
新
規
締
結
＞
1
1
月
椙
山
女
学
園
大
学

3
月
甲
南
女
子
大
学

3
月
中
央
学
院
大
学
城
西
大
学
埼
玉
女
子
短
期
大
学

国
士
舘
大
学
二
松
学
舎
大
学

就
職

支
援

協
定

締
結

の
府

外
大

学
の

学
生

の
う

ち
府

内
就

職
者

数
合

計
1,

22
3名

（
関

西
圏

大
学

93
4名

首
都

圏
大

学
28

9名
）

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
大
学
と
の
就
職
支
援
協
定

4



就
職
活
動
が
長
期
化
す
る
求
職
者
や
障
害
の
あ
る
求
職
者
等
を
対
象
に
、
就
業
・
就
職
活
動
に
最
低
限
必

要
と
な
る
知
識
・
技
能
や
企
業
が
求
め
る
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
業
界
ご
と
に
京
都
企
業
を
紹
介
す

る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

概
要

コ
ン
セ
プ
ト

☆
就
職
支
援
を
下
支
え
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
研
修

☆
標
準
的
な
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
受
講
を
推
奨

☆
多
彩
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
の
講
座
が
ア
ラ
カ
ル
ト
方
式
で
受
講
可
能

☆
対
面
・
W
E
B
・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で
の
セ
ミ
ナ
ー
提
供
に
よ
り
多
様
化
す
る
受
講
ス
タ
イ
ル
に
対
応

ラ
イ
ン

ア
ッ
プ

コ
ー
ス
名

内
容

定
員
・
対
象
求
職
者

業
界
研
究
・
働
き
や
す
い

京
都
企
業
講
座

就
労
環
境
が
整
備
さ
れ
た
京
都
企
業
を
業
界
ご
と
に
紹
介
し
、
業
界
研
究
・

企
業
理
解
を
深
め
ま
す

各
回
３
０
名

学
生
・
一
般
（
対
象
者
別
に
開
催
）

就
活
準
備
講
座

就
職
活
動
に
関
す
る
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す

各
回
１
５
名

学
生
含
む
一
般
求
職
者

社
会
人
基
礎
力
講
座

就
業
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
リ
チ
ェ
ン
ジ
に
必
要
な
基
礎
ス
キ
ル
や
キ
ャ

リ
ア
に
関
す
る
知
識
を
身
に
付
け
ま
す

各
回
１
５
名

就
サ
ポ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
対
象
者

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
講
座

就
業
の
前
提
と
な
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
ま
す

※
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
セ
ッ
ト
受
講

各
回
８
名

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
に
課
題
が

あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
受
講
必

要
と
判
断
し
た
求
職
者

Ｊ
Ｐ
は
あ
と
ふ
る
カ
レ
ッ
ジ

※
障
害
の
あ
る
方
向
け
の
セ

ミ
ナ
ー

特
性
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
講
座
で
就
業
力
を
身
に
つ
け

ま
す

各
回
６
名

南
部
・
北
部
で
開
催

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
求
職
者
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
開
催

5

京
都
Ｊ
Ｐ
カ
レ
ッ
ジ

京
都
Ｊ
Ｐ
カ
レ
ッ
ジ

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
６
９
，
０
１
１
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
講
座
数

６
９
７
講
座

延
受
講
者
数

６
，
４
７
８
人



京
都
で
の
正
社
員
就
職
を
希
望
す
る
求
職
者
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
よ
り
、
早
期
就
職

決
定
と
定
着
に
向
け
た
伴
走
支
援
を
実
施

支
援
対
象
者
区
分

※
担
当
制
支
援

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
材

対
象
年
齢
：
～
３
６
歳

新
規
学
卒
３
年
以
内
に
離
職
等
の
理
由
に
よ
り
３
年
以
上
の
正
社
員
経
験
が
無
い
求

職
者
等

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
人
材

対
象
年
齢
：
３
７
～
５
６
歳

就
職
氷
河
期
世
代
で
、
正
社
員
警
官
が
ほ
と
ん
ど
な
い
求
職
者

若
手
人
材

対
象
求
職
者
：
～
３
６
歳

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
材
に
該
当
し
な
い
求
職
者

中
核
人
材

対
象
年
齢
：
３
７
～
５
６
歳

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
人
材
に
該
当
し
な
い
求
職
者

高
齢
人
材

対
象
年
齢
：
５
７
歳
～

イ
ン
テ
ー
ク
・

初
回
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

【
京
都
お
仕
事
相
談
窓
口
】

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

【
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
】

マ
ッ
チ
ン
グ
等
支
援

【
H
W
と
の
ペ
ア
支
援
】

【
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
参
加
提
案
】

【
ﾏ
ｯ
ﾁ
ﾝ
ｸ
ﾞｲ
ﾍ
ﾞﾝ
ﾄ参
加
提
案
】

就
職
決
定
・職
場
定
着

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
他
、
求
職
者
の
状
況
に
応
じ
た
最
適
な
支
援
の
提
案
・
誘
導
も
実
施

ス
キ
ル
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

就
業
・
育
成
一
貫

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

公
共
職
業
訓
練

マ
ッ
チ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト

ア
セ
ス
メ
ン
ト

ツ
ー
ル
の
活
用

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
人
材
及
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
人
材
の
求
職
者
を
対
象
に
、
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
内
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

と
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
共
同
で
就
職
支
援
を
実
施

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
：
応
募
に
至
る
ま
で
の
支
援
・
就
職
後
の
定
着
支
援

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
：
応
募
先
の
検
討
・
提
案
、
求
人
紹
介

H
W
と
の
ペ
ア
支
援

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
氷
河
期
世
代
へ
の
支
援

6

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

研
修
･セ
ミ
ナ
ー

【
Ｊ
Ｐ
カ
レ
ッ
ジ
】

【
令
和
６
年
度
実
績
】
延
相
談
数

９
，
１
４
５
人

内
定
者
数

１
，
０
１
８
人



7

対
象
求
職
者
・
・・
若
年
・
就
職
氷
河
期
世
代
の
方
の
う
ち
、
正
社
員
を
希
望
し
、
専
門
訓
練
の
受
講
及
び
専
門
業
種
へ
の
就
職

に
意
欲
の
あ
る
方

対
象
企
業
・
・・
も
の
づ
く
り
分
野
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
種
の
人
材
採
用
・育
成
に
積
極
的
な
企
業

対
象
求
職
者
と
対
象
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
就
職
後
、
午
前
中
は
就
職
先
企
業
に
て
勤
務
（
O
J
T
）
、
午
後
は
専
門
人
材
と

な
る
た
め
の
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
訓
練
を
受
講
（受
講
中
の
給
与
は
企
業
負
担
）す
る
こ
と
で
、
働
き
な
が
ら
専
門
ス
キ
ル
の
習

得
を
目
指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
流
れ

採
用

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
就
業
･育
成
一
貫
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
４
３
，
８
９
５
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
セ
ミ
ナ
ー
参
加
企
業

１
１
５
社

セ
ミ
ナ
ー
参
加
求
職
者
２
５
７
人

内
定
者

９
１
人

訓
練
受
講
者

７
０
人



令
和
４
年
４
月
に
京
都
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ベ
ー
ス
を
移
転
し
、
京
都
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
・
京
都
ウ
ィ
メ
ン
ズ

ベ
ー
ス
の
３
所
を
京
都
テ
ル
サ
へ
集
結
。
女
性
活
躍
支
援
の
連
携
を
強
化

職
場
の
女
性
支
援

京
都
ウ
ィ
メ
ン
ズ
ベ
ー
ス

就
労
支
援

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

地
域
の
女
性
支
援

京
都
府
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
ら
ら
京
都
）

複
合
的
な
要
因
に
よ
る

相
談
に
対
し
て

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応

女
性
の
起
業
支
援
に
お
け

る
連
携

働
く
女
性
の
地
域
活
動
へ

の
参
画
を
促
進

・
女
性
の
多
様
な
生
き
方
に
応
じ
た

支
援
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
展
開

・
女
性
が
活
躍
す
る
活
動
の
裾
野

拡
大

女
性
活
躍
に
積
極
的
な
企
業
の
共
有

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
女
性
活
躍
支
援
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
拠
点
化

8



女
性
再
就
職
支
援
コ
ー
ナ
ー

ひ
と
り
親
自
立
支
援
コ
ー
ナ
ー

マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

【
相
談
コ
ー
ナ
ー
】

○
各
種
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

就
職
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
る
セ
ミ
ナ
ー

・
社
会
人
基
礎
力
養
成

・
即
戦
力
化
（
職
種
別
専
門
）

○
企
業
説
明
会

主
に
子
育
て
中
の
女
性
等
を

対
象
と
し
た
企
業
説
明
会

○
ス
ー
ツ
･パ
ン
プ
ス
等
の

無
料
貸
出

【
主
な
支
援
事
業
】

○
保
育
の
情
報
提
供

保
育
支
援
情
報
の
収
集
、
提
供

○
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
利
用
中
や
就
職

面
接
の
際
に
無
料
で
一
時
預
か
り
を
実

施
（
原
則
６
ヶ
月
～
就
学
前
）

○
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

働
き
方
や
保
活
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を
実
施

専
任
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

適
性
や
働
き
方
、
就
職
活
動

に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
相
談
員
に
よ
る

職
業
相
談
・職
業
紹
介

母
子
家
庭
、
父
子
家
庭
の
方
の
就
業
・

生
活
相
談

9

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】

マ
ザ

ー
ズ

ジ
ョ

ブ
カ

フ
ェ

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
８
０
，
７
５
２
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
新
規
登
録
者
数
２
，
０
５
４
人

就
職
内
定
者
数

１
，
３
４
０
人



・専
任

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

に
よ

る
カ

ウ
ン

セ
リン

グ
・専

門
相

談
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
に

よ
る

精
神

障
害

者
就

労
相

談
の

強
化

・求
職

者
の

適
性

や
現

在
の

作
業

能
力

を
客

観
的

に
評

価
す

る
就

労
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

実
施

・個
々

の
特

性
、
レ

ベ
ル

、
ニ

ー
ズ

に
応

じ
て

選
べ

る
セ

ミナ
ー

「Ｊ
Ｐ

カ
レ

ッジ
は

あ
とふ

る
カ

レ
ッジ

」の
実

施
・希

望
の

職
種

を
体

験
し

、
適

職
との

マ
ッチ

ン
グ

を
図

る
企

業
実

習
の

コ
ー

デ
ィネ

ー
ト

・特
別

支
援

学
校

や
高

等
技

術
専

門
校

との
連

携
強

化
に

よ
る

求
人

・求
職

情
報

の
共

有
と活

用
・就

職
後

の
不

安
を

解
消

す
る

定
着

支
援

障
害
の
あ
る
求
職
者
に

対
し

、
カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
基

軸
に
、
就
労
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も

活
用
し
、
個
々
の
状
況

に
応

じ
た
セ
ミ

ナ
ー

や
企

業
実

習
等
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

一
般
就
労
の
希
望
の
実

現
を

支
援
し
、

就
職

、
職

場
定

着
ま
で
一
貫
し
た
支
援
を
実
施

相
談

（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

企
業
実
習

職
業
訓
練

就
労
準
備
セ
ミ
ナ
ー

職
場
定
着
支
援

一
体
運
用

Ｊ
Ｐ
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

京
都
障
害
者
職
業
相
談
室

（
京
都
労
働
局
）

職
業
紹
介

京
都
障
害
者
雇
用
企
業

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

障
害
者
向
け
職
業
訓
練

（
府
立
高
等
技
術
専
門
校
）

障
害
者
を
雇
用
す
る
（
し
よ
う
と

す
る
）
企
業
を
総
合
的
に
支
援

障
害
者
の
態
様
に
応
じ
た
き
め

細
や
か
な
訓
練
の
実
施

障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
の
就
労
か
ら
就
職

後
の
生
活
面
ま
で
支
援

ア
セ
ス
メ
ン
ト

ワ ン ス ト ッ プ で 就 労 支 援

10

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
障
害
の
あ
る
求
職
者
の
支
援

は
あ
と
ふ
る
コ
ー
ナ
ー
（
は
あ
と
ふ
る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）

は
あ
と
ふ
る
コ
ー
ナ
ー
（
は
あ
と
ふ
る
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
）

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
４
０
，
４
８
０
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
新
規
登
録
者
数

２
９
６
人

内
定
者
数

１
７
０
人



京
都
府
北
部
の
総
合
就

業
支

援
拠
点
と

し
て

、
主

に
福

知
山
市
・
綾
部
市
以
北
に
在
住
の
若
年
者
・
中
高
年
齢
者
、
女
性
、
障
害

者
な
ど
全
て
の
求
職
者

を
対

象
に
、
相

談
か

ら
人

材
育

成
、
就
職
、
定
着
ま
で
の
一
貫
支
援
と
と
も
に
、
京
都
府
北
部
へ
の
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者

へ
の

支
援
や
企

業
の

人
材

確
保

支
援
を
実
施

主 な 機 能

◇
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

◇
就
職
氷
河
期
世
代
支
援

◇
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
相
談

◇
生
活
相
談

◇
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｊ
Ｐ
カ
レ
ッ
ジ
含
む
）
◇
定
着
支
援

◇
職
業
紹
介
（
Ｈ
Ｗ
求
人
・府
求
人
）

◇
企
業
説
明
会
・
企
業
面
接
会

◇
人
材
確
保
相
談
、
求
人
票
作
成
支
援
等

京
都
府
北
部
の
特
性
に
応
じ
た
雇
用
対
策

・
福
知
山
公
立
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
業
界
・
企
業
研
究
会
の
開
催

・
北
部
工
業
団
地
立
地
企
業
や
地
元
市
町
主
催
の
合
同
企
業
面
接
会
等
の
共
同
実
施

・
多
様
な
人
材
確
保
（
シ
ニ
ア
層
・
女
性
・
障
害
者
）
の
た
め
の
面
接
会
等
へ
の
参
画

・
企
業
支
援
コ
ー
ナ
ー
に
よ
る
支
援
（
個
別
企
業
説
明
会
の
開
催
・
企
業
魅
力
情
報
発
信
等
）

・
都
市
部
流
出
者
（
進
学
・
就
職
）
の
保
護
者
向
け
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
理
解
の
た
め
の
勉
強
会
開
催
（
地
元
企
業
紹
介
（
採
用
情
報
、
福
利
厚
生
）
等
）

・
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
市
町
（
移
住
窓
口
）
と
の
連
携
に
よ
る
相
談
体
制
等
、
移
住
施
策
と
一
体
と
な
っ
た
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
の
推
進

・
高
校
卒
業
時
の
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
登
録
促
進
（
ジ
ョ
ブ
こ
ね
っ
と
に
よ
る
w
e
b
上
で
の
登
録
等
）

・
都
市
部
進
学
後
、
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
支
援
の
た
め
の
情
報
発
信
(各
種
合
同
企
業
説
明
会
等
イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
、
京
都
北
部
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
発
行
）

・
大
学
等
が
主
催
・
開
催
す
る
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
相
談
会
へ
の
参
加

・
北
部
地
域
所
在
の
教
育
機
関
と
連
携
し
た
人
材
確
保
対
策
の
推
進
（
就
職
相
談
窓
口
の
設
置
）

特
に
強
化
す
る
取
組
（
U
IJ
タ
ー
ン
人
材
、
北
部
出
身
人
材
確
保
と
育
成
）

北
部
地
元
企
業
、
市
町
、
大
学
等
と
一
体
に
な
っ
た
人
材
確
保
の
取
組
強
化

【
雇
用
の
安
定
・
確
保

】
京
都
府
北
部
に
お
け
る
取
組

11

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
３
５
，
３
９
８
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
延
利
用
者
数

１
４
，
８
３
６
人

就
職
内
定
者
数

１
，
２
２
５
人

企
業
訪
問
数

１
，
３
３
７
企
業



【
雇
用
の
安
定
・
確
保

】
京
都
府
北
部
に
お
け
る
取
組
（
広
域
振
興
局
）

12



首
都

圏
・

近
畿

圏
を

は
じ

め
全

国
の

都
市

部
在

住
者

の
京

都
へ

の
還

流
促

進
の

た
め

の
Ｕ

Ｉ
Ｊ

タ
ー

ン
就

職
支

援
事

業
『
ｗ
ｅ
ｂ
環
境
活
用
』

と
『
移
住
相
談
窓
口
連
携
強
化
』

を
実

施
し

、
「
京
都
府
全
域
」

の
人

材
を

確
保

U
IJ
タ
ー
ン
求
人
の
開
拓
・
発
信

１ 精
力
的
な
企
業
訪
問
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

活
動
に
よ
り
U
IJ
タ
ー
ン
求
人
を
開
拓
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
こ
ね
っ
と
」

の
特
集
ペ
ー
ジ
に
よ
り
発
信

多
様
な
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
創
出

２

保
護
者
勉
強
会
、
高
校
生
向
け
地
元
就
職
啓
発
等
に

よ
り
大
学
卒
業
時
に
Ｕ
タ
ー
ン
就
職
を
促
す
仕
組
み

就
職
支
援
協
定
締
結
大
学
と
連
携
し
首
都
圏
等

で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
企
業
説
明
会
の
実
施

移
住
支
援
金
の
給
付
及
び
首
都
圏
の
就
業
支
援
拠
点
の
開
設

４
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談

Ｌ
ＩＮ
Ｅ
で
の
相
談

登
録
求
職
者
フ
ォ
ロ
ー

メ
ー
ル
相
談

電
話
相
談

対
面
相
談

３
親
を
巻
き
込
ん
だ
北
部
出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
促
進

東
京
2
3
区
内
に
在
住
又
は
通
勤
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
移
住
支

援
金
（
国
事
業
）
を
給
付
。
ま
た
、
東
京
都
内
に
就
業
に
関
す
る
支

援
拠
点
開
設
し
、
首
都
圏
か
ら
府
内
企
業
へ
の
就
業
を
促
進

都
市
部
（
東
京
・
大
阪
）
で
の
民
間
就
職
フ
ェ
ア

に
京
都
ブ
ー
ス
出
展
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
を
創

出

京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
（
京
都
市
内
）

首
都
圏
や
近
畿
圏
等
の
都
市
部
に
潜
在
・
顕
在
す
る
U
IJ
タ
ー
ン
就
職
希
望
を
就
職
フ
ェ
ア
等
で
確
保
す
る
と
共
に
、
南
部
企
業
の
求
人
確
保
を
は
じ
め
京
都

企
業
の
魅
力
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
「
ジ
ョ
ブ
こ
ね
っ
と
」
か
ら
発
信
し
府
内
へ
の
就
職
を
促
進

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
（
福
知
山
市
内
）

北
部
企
業
の
求
人
確
保
を
は
じ
め
、
市
町
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
、
自
治
体
提
供
に
よ
る
生
活

情
報
を
W
E
B
や
メ
ー
ル
等
で
登
録
者
へ
の
提
供
、
U
IJ
タ
ー
ン
時
の
就
職
活
動
支
援
を
実
施

U
I
J
タ
ー
ン
コ
ー
ナ
ー
東
京
窓
口
（
東
京
都
内
）

首
都
圏
か
ら
の
京
都
府
へ
の
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
に
よ
る
人
材
還
流
を
図
る
た
め
の
拠
点
を
ふ
る
さ
と
回
帰

支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
就
職
支
援
を
実
施

移
住
相
談
窓
口
（
東
京
都
内
・
大
阪
府
内
・
京
都
市
内
）

京
都
で
の
「
暮
ら
し
」
と
「
仕
事
」
の
観
点
か
ら
、
都
市
部
か
ら
の
移
住
を
支
援

東
京
：
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー

大
阪
：
大
阪
ふ
る
さ
と
暮
ら
し
情
報
セ
ン
タ
ー

京
都
：
京
の
田
舎
ぐ
ら
し
・
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

拠
点

支
援

内
容

13

【
雇
用
の
安
定
・
確
保
】
Ｕ
ＩＪ
タ
ー
ン
就
職
の
支
援

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
３
６
，
４
６
０
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
新
規
登
録
者
数

４
，
７
８
９
人

内
定
者
数

２
，
０
５
４
人



【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】
京
都
府
に
お
け
る
企
業
の
環
境
整
備
に
向
け
た
取
組
状
況

14



15

【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】
子
育
て
環
境
日
本
一
に
向
け
た
職
場
づ
く
り
行
動
宣
言

令
和
６
年
度

（
1月
末
時
点
）

京
都
府
総
合
計
画
の
目
標
数
値

行
動
宣
言
事
業
者
数

2,
65

9社
令
和
６
年
度
末

令
和
８
年
度
末

2,
40

0 社
3,
00

0 社



〔
Ⅰ
〕

Ｈ
２
５
～
Ｈ
２
７

京
都
次
世
代
も
の
づ
く
り
産
業
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
Ⅱ

- １
〕
Ｈ
２
８
～
Ｈ
３
０

京
都
次
世
代
も
の
づ
く
り
産
業
雇
用
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
）

〔
Ⅱ

- ２
〕
Ｈ
２
８
～
Ｈ
３
０

観
光
産
業
正
規
雇
用
化
促
進
事
業

〔
Ⅲ
〕

Ｈ
３
１
～
Ｒ
３

京
都
の
未
来
を
拓
く
次
世
代
産
業
人
材
活
躍
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
臨
〕

Ｒ
３
～
Ｒ
５

「
府
民
躍
動
」
き
ょ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〔
Ⅳ
〕

Ｒ
４
～
Ｒ
６

京
都
の
未
来
を
つ
く
る
DX
人
材
育
成
×
産
業
創
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
事

業
規

模
】

事
業

費
:

7.
5億

円
（

①
2.

5億
円

、
②

2.
5億

円
、

③
2.

5億
円

）
【

事
業

効
果

】
雇

用
創

出
:

1,
42

8人
（

①
28

5人
、

②
46

9人
、

③
67

4人
）

事
業

規
模

・
事

業
効

果

計
12
年
間
の
累
計
雇
用
実
績

（
R7
.2
月
時
点
）

正
規
雇
用
20
,4
81
人

(う
ち
良
質
雇
用
3,
91
9人
）

（
目

標
:

10
,4

05
人

）
（

目
標

:
2,

20
5人

）
達
成
率

19
6.
8%

求
職
者
・
労
働
者
向
け
の
取
組

企
業
・
事
業
主
向
け
の
取
組

新
分

野
展

開
事

業
拡

充

こ
れ

ま
で

に
構

築
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
内

の
交

流
や

共
同

研
究

等
を

、
産

業
創

造
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
ゾ

ー
ン

や
ス

タ
ー

ト
ア

ア
ッ

プ
・

エ
コ

シ
ス

テ
ム

の
場

を
活

用
し

て
拡

大
し

、
新

た
な

雇
用

を
創

出

人
材

育
成

「
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
は

地
域

雇
用

の
課

題
に

対
し

て
、

国
や

都
道

府
県

の
施

策
と

の
連

携
を

図
り

つ
つ

、
魅

力
あ

る
雇

用
機

会
の

確
保

や
企

業
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

人
材

育
成

、
就

職
促

進
等

を
一

体
的

に
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

お
け

る
良

質
な

雇
用

の
実

現
を

図
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

。

京
都
府
の
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
（
H
25
～
R6
）

新
た
な
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
R7
～
R9
）

良
質

な
雇

用
①

月
給
23
2.
4千

円
以

上
、

ま
た

は
所

定
内

給
与

額
が

５
％

以
上

上
昇

か
つ

②
残

業
20

時
間

以
下

＋

～
労

働
集

約
型

産
業

構
造

か
ら

知
的

創
造

型
産

業
構

造
へ

の
転

換
～

（
京

都
産

業
創

造
リ

カ
レ

ッ
ジ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）

府
内

大
学

と
の

連
携

強
化

、
産

学
公

労
プ

ラ
ッ

ト
ォ

ー
ム

活
用

等
で

、
リ

カ
レ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
か

ら
提

供
ま

で
を

ト
ー

タ
ル

で
実

施
し

、
処

遇
改

善
・

良
質

雇
用

を
希

望
す

る
求

職
者

・
労

働
者

を
支

援

達
成
率

17
7.
7%

【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】
京
都
府
地
域
活
性
化
雇
用
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

16



産
業

創
造

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ゾ
ー

ン
の

コ
ン

セ
プ

ト
産

業
創

造
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
ゾ

ー
ン

の
コ

ン
セ

プ
ト

地
域

が
持

つ
資

源
な

ど
、

そ
こ

に
し

か
な

い
強

み
を

生
か

し
な

が
ら

、


国
内

外
か

ら
注

目
さ

れ
る

テ
ー

マ
を

掲
げ

、


イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
に

取
り

組
む

企
業

の
集

積
を

図
り

、


次
代

の
産

業
を

創
出

す
る

拠
点

づ
く

り
を

目
指

す

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ゾ
ー
ン
の
効
果
を
京
都
府
全
域
に
波
及
し
、
均
衡
あ
る
発
展
へ
!

具
体

的
な

取
組


国
内
外
の
大
学
・
研
究
機
関
や
企
業
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化


幅
広
い
企
業
・
大
学
が
参
画
す
る
研
究
会
の
開
催


産
学
共
同
研
究
等
に
よ
る
新
技
術
・
新
製
品
開
発
の
促
進


ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
育
成


高
度
人
材
の
紹
介
や
人
材
育
成
等

等

京
都
府
域
に
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
産
業
創
造
拠
点
を
整
備
し
、

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
持
続
的
に
起
こ
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て

伝
統

産
業

か
ら

先
端

産
業

ま
で

、
多

様
な

業
種

が
集

積
し

て
い

る
京

都
産

業
の

強
み

を
活

か
し

た
府

域
の

北
か

ら
南

ま
で

の
「

産
業

創
造

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ゾ
ー

ン
」

の
展

開

現
在
、
８
つ
の
分
野
で
、
京
都
産
業
の
特
性
を
生
か
し
た
取
組
を
府
内
各
地
で
展
開
中

17

【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】

産
業

創
造

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ゾ
ー

ン



先
端

技
術

を
取

り入
れ

た
物

流
の

実
証

と研
究

に
よ

り、
京

都
の

産
業

や
地

域
を

支
え

る
強

靭
か

つ
持

続
可

能
な

物
流

シ
ス

テ
ム

を
形

成

映
画

・ゲ
ー

ム
・ア

ニ
メ

・マ
ン

ガ
関

連
企

業
が

集
積

す
る

とい
う
世

界
で

も
珍

し
い

京
都

の
強

み
を

生
か

し
た

コ
ン

テ
ン

ツ
産

業
の

育
成

電
池

・バ
イ

オ
等

の
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

の
集

積
を

生
か

し
た

脱
炭

素
関

連
企

業
の

共
創

の
場

を
創

設

世
界

最
高

レ
ベ

ル
の

シ
ル

ク
と染

め
と織

りの
技

術
を

活
用

し
た

テ
キ

ス
タ

イ
ル

産
地

を
形

成

新
名

神
周

辺
エ

リア
で

、
関

西
文

化
学

術
研

究
都

市
等

の
研

究
機

関
と連

携
し

、
先

端
技

術
を

盛
り込

ん
だ

近
未

来
都

市
を

形
成

シ
ル
ク
テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
業

ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
産
業

ア
ー
ト
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

脱
炭
素
産
業

フ
ー
ド
テ
ッ
ク
産
業

新
名
神
・近
未
来
都
市
形
成

環
日
本
海
物
流
促
進

ヘ
ル
ス
・ス
ポ
ー
ツ
産
業

京
都

の
文

化
・芸

術
の

力
を

生
か

し
、
ア

ー
ト

とテ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

を
融

合
さ

せ
た

新
た

な
産

業
を

創
造

し
、
次

世
代

を
担

う起
業

家
や

企
業

の
中

核
を

担
う
人

材
を

育
成

ス
ポ

ー
ツ

＆
ウ

ェル
ネ

ス
（

心
と体

の
健

康
）

、
フ
ー

ド
テ

ック
産

業
等

を
テ

ー
マ

に
新

産
業

創
造

に
向

け
、
産

学
公

連
携

に
よ

る
多

様
な

産
業

の
集

積
を

推
進

京
都
市

福
知
山
市

舞
鶴
市

綾
部
市

宇
治
市

宮
津
市

城
陽
市

向
日
市

⾧
岡
京
市

八
幡
市

京
田
辺
市

京
丹
後
市

南
丹
市

木
津
川
市

大
山
崎
町
久
御
山
町 井
手
町宇
治
田
原
町

笠
置
町

和
束
町

精
華
町

南
山
城
村

京
丹
波
町

伊
根
町

与
謝
野
町

亀
岡
市

世
界

的
な

課
題

で
あ

る
人

口
増

加
に

伴
う「

食
」の

量
と質

の
確

保
な

どの
解

決
に

取
り組

む
国

内
外

の
研

究
機

関
や

ス
タ

ー
ト

ア
ップ

企
業

等
の

集
積

を
促

進

宮
津
市

主
な

拠
点

 
京

都
舞

鶴
港

［
舞

鶴
市

］
 
北

部
工

業
団

地
［

綾
部

市
・福

知
山

市
］

拠
点

:
ア

ー
ト

&
テ

ク
ノ
ロ

ジ
ー

ヴ
ィレ

ッジ
京

都
［

大
山

崎
町

］

主
な

拠
点

 
丹

後
テ

キ
ス

タ
イ

ル
パ

ー
ク

［
京

丹
後

市
］

 
西

陣
・堀

川
地

区
［

京
都

市
］

拠
点

:
Z
ET

-v
al

le
y 

[京
都

市
・向

日
市

]

拠
点

:
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
パ

ー
ク

 [
宮

津
市

]

拠
点

 太
秦

メ
デ

ィア
パ

ー
ク

 [
京

都
市

]

拠
点

 
城

陽
市

東
部

丘
陵

地
 [

城
陽

市
]

主
な

拠
点

 け
い

は
ん

な
フ

ー
ド

テ
ック

ヒ
ル

 [
京

田
辺

市
・精

華
町

]

脱
炭
素
産
業

自
然

エ
ネ

ル
ギ

ー
や

豊
か

な
自

然
環

境
を

由
来

とす
る

新
産

業
の

創
出

・地
域

活
性

化
を

推
進

主
な

拠
点

 
京

都
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
 [

京
丹

波
町

]
 
府

立
京

都
ス

タ
ジ

ア
ム

 [
亀

岡
市

]
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【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】

産
業

創
造

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

ゾ
ー

ン



19

特
徴
１
．
国
内
最
大
級

特
徴
２
．
京
阪
神
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
発
信
す
る
「
関
西
ブ
ー
ス
」
を
設
置

優
勝

者
に

「
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

京
都

国
際

賞
」

と
最

大
1,

00
0万

円
を

支
援

特
徴
３
．
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
学
生
の
参
加
促
進

特
徴
４
．
LA
U
N
CH
PA
D
（
ピ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
）
の
実
施

IV
S立

命
館

ス
カ

ラ
シ

ッ
プ

の
実

施
、

同
学

19
8名

の
学

生
が

参
加

参
加

者
数

1.
2万

人
、

セ
ッ

シ
ョ

ン
19

8件
、

サ
イ

ド
イ

ベ
ン

ト
数

30
0件

以
上

等

特
徴
５
．
国
内
最
大
級
の
ク
リ
プ
ト
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
同
時
開
催

W
eb

3.
0を

日
常

生
活

に
融

合
さ

せ
る

展
示

、
「

ブ
ロ

ッ
ク

チ
ェ

ー
ン

×
AI

」
等

の
テ

ー
マ

の
セ

ッ
シ

ョ
ン

等

〇
令

和
６

年
７

月
４

日
か

ら
６

日
に

、
日

本
最

大
級

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

で
あ

る
IV
Sを
京
都
で
開
催

。

＜
令
和
７
年
度
の
取
組
＞

○
令

和
５

年
度

、
６

年
度

に
続

き
３
回
目
の
IV
Sを
万
博
と
連
動

し
て

開
催

。

【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】

IV
S

20
24

 K
Y

O
T

O
／

IV
S

 C
ry

pt
o 

20
24

 K
Y

O
T

O
の

開
催



精
神
障

害
者
等

へ
の

職
場
定

着
支
援

・
法
定
雇
用
率
未
達
成
企
業
を
中
心
と
し
た
企
業
へ
の
訪
問
に
よ
る
意
識
改
革
促
進

・
事
業
主
、
従
業
員
を
対
象
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
、
先
進
事
例
企
業
見
学
会
の
開
催

・
障
害
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
専
門
的
な
助
言

・
京
都
府
障
害
者
雇
用
施
設
整
備
事
業
等
事
業
費
補
助
金

▷
施
設
・
設
備
等
の
整
備
及
び
定
着
支
援
ソ
フ
ト
事
業
へ
の
助
成

障
害
者
雇
用
に
関
す
る
企
業
支
援
の
一
元
化
及
び
窓
口
の
明
確
化

に
よ
り
、
企
業
に
お
け
る
適
切
な
業
務
の
選
定
、
採
用
、
人
材
育
成
、

職
場
定
着
等
の
課
題
解
決
を
サ
ポ
ー
ト

企
業

へ
の

意
欲

喚
起

・
障

害
者

の
働

き
や
す

い

職
場

づ
く

り
サ

ポ
ー

ト

・
企
業
内
の
定
着
環
境
を
整
備

▷
国
と
連
携
し
「
企
業
内
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
育
成

・
「
合
理
的
配
慮
」
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス

・
企
業
へ
の
医
学
的
ア
ド
バ
イ
ス
（
精
神
障
害
者
の
雇
用
・
定
着
に
向
け
て
）

企
業
と

求
職
者

の
マ

ッ
チ

ン
グ
促

進

・
は
あ
と
ふ
る
コ
ー
ナ
ー
や
就
労
支
援
機
関
と
の
連
携
強
化

▷
企
業
実
習
を
通
じ
た
求
職
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
促
進

▷
障
害
の
あ
る
学
生
向
け
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施

【
は
あ
と
ふ
る
企
業
認
証
制
度
】

障
害
の
あ
る
人
を
積
極
的
に
雇
用
し
て
い
る
企
業
を
認
証
し
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、

府
の
物
品
調
達
に
お
い
て
地
域
貢
献
企
業
と
し
て
優
先
調
達
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【
人
材
確
保
・
職
場
環
境
の
整
備
】

京
都

企
業

の
障

害
者

雇
用

を
支

援

【
令
和
６
年
度
予
算
額
】
２
８
，
９
２
４
千
円

【
令
和
６
年
度
実
績
】
支
援
企
業
数
３
０
５
企
業

職
場
実
習
件
数
６
７
人

京
都
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

京
都
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー



京
都
校
（
京
都
高
等
技
術
専
門
校
）

陶
工
校
（
陶
工
高
等
技
術
専
門
校
）

■
設
置
科
目
［
５
科
、
定
員
90
名
/1
学
年
］

▶
2年

訓
練

:
ｼｽ

ﾃﾑ
設

計
科

(2
0名

)、
ﾒｶ

ﾄﾛ
ﾆｸ

ｽ科
(2

0名
) 

、
機

械
加

工
ｼｽ

ﾃﾑ
科

(1
0名

) 
▶

1年
訓

練
:

住
建

築
・

ﾘﾌ
ｫｰ

ﾑ科
(2

0名
) 

、
ﾌﾟ

ﾛﾀ
ﾞｸ

ﾄﾏ
ﾈｰ

ｼﾞ
ﾒﾝ

ﾄ科
(2

0名
)

■
訓
練
内
容
の
特
徴

製
造

業
や

建
築

業
を

支
え

る
技
術
者
養
成
を
中
心
と
し
た
訓
練

を
実

施

■
設
置
科
目
［
３
科
、
定
員
40
名
/1
学
年
］

▶
2年

訓
練

:
や

き
も

の
成

形
科

応
用

コ
ー

ス
(1

0名
)、

絵
付

け
デ

ザ
イ

ン
科

(1
0名

) 
 

▶
1年

訓
練

:
や

き
も

の
成

形
科

基
礎

コ
ー

ス
(2

0名
)

■
訓
練
内
容
の
特
徴

絵
付

技
術

や
ろ

く
ろ

成
形

、
焼

成
、

製
品

化
ま

で
、
陶
磁
器
業
界
を
支
え
る
技
術
者
養
成

に
特
化

し
た

訓
練

を
実

施

福
知
山
校
（
福
知
山
高
等
技
術
専
門
校
）

■
設
置
科
目
［
4科
、
定
員
65
名
/1
学
年
］

▶
一

般
科

:
[2

年
訓

練
]自

動
車

整
備

科
(2

0名
),

[ 
1年

訓
練

]:
も

の
づ

く
り

基
礎

科
(1

5名
)

▶
障

害
科

:
[1

年
訓

練
]総

合
実

務
科

(1
5名

)、
キ

ャ
リ

ア
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
科

(1
0名

)
■
訓
練
内
容
の
特
徴

一
般
科
と
障
害
科
を
併
設

し
、

北
部

の
企

業
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

多
能

工
（

電
気

・
機

械
・

建
設

）
や

自
動

車
整

備
士

養
成

に
加

え
て

、
知

的
や

発
達

・
精

神
障

害
者

を
対

象
に

訓
練

を
実

施

障
害
者
校
（
京
都
障
害
者
高
等
技
術
専
門
校
）

■
設
置
科
目
［
５
科
、
定
員
60
名
/1
学
年
］

※
全

て
1年

間
の

訓
練

▶
知

的
対

象
:

総
合

実
務

科
(2

0名
[障

害
者

校
])

▶
精

神
/発

達
/身

体
対

象
:

IT
ｼｽ

ﾃﾑ
ｻﾎ

ﾟｰ
ﾄ科

(1
0名

)、
も

の
づ

く
り

ｻﾎ
ﾟｰ

ﾄ科
(1

0名
)

ｲﾝ
ﾃﾘ

ｱC
AD

ｻﾎ
ﾟｰ

ﾄ科
(1

0名
) 

[障
害

者
校

]
■
訓
練
内
容
の
特
徴

知
的

障
害

者
対

象
:
自
身
の
職
業
適
性
に
応
じ
た
就
職
を
目
指
す

、
幅

広
い

分
野

の
訓

練
を

実
施

。
身

体
・

精
神

・
発

達
障

害
者

対
象

:
IT
や
も
の
づ
く
り
な
ど
の
技
術
系
訓
練
を
実
施

。

伏
見
区

東
山
区

福
知
山
市

伏
見
区

【
人
材
の
育
成
】
各
専
門
校
の
特
徴
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○
京
都
府
生
涯
現
役
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

開
設
日
令
和
３
年
８
月
１
日

場
所

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

○
在
職
者
へ
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
に
よ
り
人
手
不
足
産
業
へ
の
労
働
移
動
と
、
地
域
課
題
解
決
の
担
い
手
育
成
に
資
す
る

○
Ｒ
４
年
度
か
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
の
実
施
、
女
性
・
若
者
等
全
世
代
型
研
修
の
実
施
等
、
機
能
を
拡
充

○
産
官
学
労
で
組
織
す
る
「
京
都
府
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
機
構
」
を
設
置
し
、
オ
ー
ル
京
都
体
制
で
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
推
進

〇
利
用
者
数

○
京
都
府
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
推
進
機
構

設
置

日
令
和
４
年
７
月
２
８
日

参
画
団
体

大
学
、
経
済
団
体
、
労
働
者
団
体
、
金
融
機
関
、
教
育
機
関
、

行
政
機
関
等

（
６
９
団
体
）

実
施
事
業

●
学
び
直
し
の
重
要
性
を
啓
発
す
る
事
業

●
学
び
直
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）
情
報
の
収
集
・
提
供
に

関
す
る
事
業

●
学
び
直
し
後
の
新
た
な
活
躍
の
場
の
創
出

●
そ
の
他
、
学
び
直
し
（
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
）
の
推
進
に

関
す
る
事
業

関
係
機
関
の
連
携
に
よ
り
、
研
修
の
評
価
・
検
証
や
実
践
的
な
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
開
発
を
実
施
し
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
事
業
に
反
映

○
セ
ン
タ
ー
の
機
能

1.
 相

談
・

キ
ャ

リ
ア

支
援

機
能

2.
 リ

カ
レ

ン
ト

教
育

機
能

3.
 人

材
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能


自

己
理

解
の

支
援

、
キ

ャ
リ

ア
の

棚
卸


研

修
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

な
ど


人

材
交

流


新
た

な
活

躍
の

場
へ

の
マ

ッ
チ

ン
グ

支
援


産

業
を

牽
引

す
る

人
材

の
育

成


地
域

や
社

会
に

貢
献

す
る

人
材

の
育

成

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ビ

ジ
ネ

ス
・
デ
ジ
タ
ル
分
野

な
ど

約
３
０
０
講
座
を
完

全
無

料
で
受
講
で
き
る
サ

イ
ト

○
Ｋ
Ｙ
Ｏ
育
ｔｖ
.【
掲
載
コ
ン
テ
ン
ツ
数
3
0
0
件
】
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【
人
材
の
育
成
】
京
都
府
生
涯
現
役
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー

R
3年
度

2,
93
8

14
5

1,
19
8

1,
59
5

R
4年
度

10
,3
02

36
8

3,
29
9

2,
93
4

3,
02
3

19
0

48
8

R
5年
度

21
,2
70

38
5

7,
73
8

5,
71
1

5,
21
8

29
4

1,
92
4

R
6年
度

41
,4
67

1,
46
9

13
,1
90

9,
02
9

15
,5
45

1,
10
0

1,
13
4

合
計

75
,9
77

2,
36
7

25
,4
25

19
,2
69

23
,7
86

1,
58
4

3,
54
6

※
R
6年
度
の
み
4月
~
2月
集
計

キ
ャ
リ
ア

相
談

リ
カ
レ
ン
ト

研
修

情
報
収
集

オ
ン
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
等

マ
ッ
チ
ン
グ

企
業
相
談
等



氷
河
期
に
関
わ
る
全
て

の
人
・
団

体
の
た
め
の
相
談
・
交

流
・
支
援
窓
口
設
置
等
総
合
対
策
事
業

京
都
府

つ
な

が
る
・

学
ぶ
・
働
く
支
援
セ
ン
タ

ー
運
営
事
業

◇
対

象
者
：
就
職
氷

河
期
世

代
・

ひ
き
こ

も
り
状

態
な
ど
、
社

会
参
加

や
就
労

に
向
け
た

支
援

の
対
象

と
な
る
者

◇
事

業
内
容
：
福
祉

関
係
機

関
等

と
の
連

携
に
よ

る
ア
ウ
ト
リ

ー
チ
や

支
援
対

象
者
と
在

宅
で

も
つ
な

が
る
こ
と
の
で

き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
の

手
法
な
ど
を
用
い

て
、
支
援

対
象

者
の
把
握
や
相

談
支
援

、
就

労
支
援

ま
で
、

窓
口
（
略
称

：
Lコ

ネ
ク
ト
）

の
運
営

を
通
し
て
一
貫
支

援
。

目
標
と
実
績
（
令
和
２

年
度
～

令
和

５
年

度
）

R
2
年
度

R
3
年
度

R
4
年
度

R
5
年
度

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

相
談
窓

口
利
用
件
数

（
延
べ
）

1
,
3
0
0
件

1
,
4
4
8
件

1
,
7
0
0
件

1
,
7
4
3
件

1
,
6
0
0
件

2
,
1
2
2
件

-
2
,
5
7
6
人

研
修

・
セ

ミ
ナ

ー
等

受
講

者
数
（

延
べ

）
1
0
0
人

3
7
2
人

1
2
0
人

3
6
8
人

4
0
0
人

5
3
3
人

-
-

各
種

就
労

体
験

参
加

者
数

-
-

-
-

-
-

4
0
人

1
7
3
人

就
労
者

数
（
非
正
規

等
含
む
）

3
0
人

1
0
人

3
5
人

4
0
人

4
0
人

4
5
人

4
0
人

5
2
人

目
標
と
実
績
(
令
和

６
年

度
1
2月

末
時
点

) 成
果

課
題

○
5
年

間
で

約
4
3
3人

の
要
支
援

者
が

利
用
。

今
年

度
新
規
の
利
用

者
は
1
2
4人

。
S
N
S
や
口

コ
ミ
、
他

機
関
か

ら
の

紹
介

等
か
ら

利
用
に
つ

な
が

っ
て
い

る
。

〇
北
部

企
業
へ
の
就

労
支
援
と

し
て

、
L
ワ

ー
ク

フ
ェ
ス
内

で
の

北
部
企

業
説
明

会
ブ

ー
ス
に
参

加
さ

れ
た
方
を
主

な
対
象
に

し
、
北
部
企
業
バ

ス
ツ
ア

ー
を
実

施
。

1
2
名
の

要
支
援

者
が
参
加
さ

れ
、
う
ち

1名
が
就
労
に
つ

な
が
っ

て
い
る

。
○

段
階

的
就
労
実
習

の
実
施
に

よ
り

、
実

際
に
仕

事
の
様
子
を
見

て
体
験

す
る
こ

と
で

、
よ
り
現

実
的

な
就
労
の
イ

メ
ー
ジ
を

持
っ
て
も
ら
い
や

す
く
な

っ
た
。

○
有
償

イ
ン
タ

ー
ン

シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
参

加
可
能
な
段
階
の

要
支
援
者
が
少

な
か

っ
た
こ

と
、
氷
河
期
世
代
等
の
受
け

入
れ
先
が
少
な
い

こ
と
等
か
ら

、
1

名
(
見
込
み

)
の
利
用
に
と
ど
ま
っ
た
。

○
相
談

件
数
が

年
々

増
加
す
る
こ
と
に
伴
い

、
福
祉
的
・
医
療

的
な
ケ
ア
を
要

す
る

相
談
も

増
え
て
い
る
た
め
、
就
労
支

援
に
リ
ソ
ー
ス
を

割
く
こ
と
が

出
来

な
く

な
っ
て

い
る
。

〇
相
談

内
容
が

複
雑

化
す
る
こ
と
で
、
よ
り

専
門
的
な
知
見
を

必
要
と
す
る
相

談
内

容
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
対
応
が
困

難

目
標

実
績

(
新
規

)
利
用

者
(要

支
援
者

)数
1
0
0
人

1
2
4
人

就
労
者

数
(
非
正
規
等

含
む

)
4
0
人

3
1
人

各
種
就

労
体
験
参
加

者
数

4
0
人

2
5
9
人

R
6
年
度

実
施
状
況

○
相

談
窓
口

利
用
件

数
：
1
,8
4
1
件
(
要
支
援
者
7
4
0
件
、
家
族
2
2
8件

、
支
援
機
関
48
2件

、
企
業
3
9
1
件
）

○
窓

口
利
用

者
（
実

数
）
：
要
支
援

者
1
7
7
人

(R
6
年
度
新
規
利
用
者
：
1
2
4人

)
○
各

種
就
労

体
験
：

2
5
9人

(就
労
体

験
2
4
2
人
、

段
階
的
実
習
1
6
人
、

有
償
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
1
人
)

○
企

業
開
拓

数
：
1
2
8
社
(う

ち
令
和

6
年

度
4
6社

)
○
そ

の
他
：

L
コ
ネ

ク
ト
活
用

セ
ミ
ナ
ー

、
Lワ

ー
ク
フ
ェ
ス

、
北
京
都
移
住

就
労
体
験
バ
ス

ツ
ア
ー

の
開
催

※
実
績

等
に
つ
い
て
は
次
の
ス
ラ

イ
ド
参
照

○
就

労
者
数

：
3
1人

（
う
ち
正
規
3
人
）

※
う
ち

、
ひ
き
こ
も
り

状
態
だ
っ
た
方
1
0人

成
果
と
課
題

【
人
材
の
育
成
】
京
都
府
つ
な
が
る
･学
ぶ
･働
く
支
援
セ
ン
タ
ー
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働
く
こ
と
へ

の
第
一

歩
か

ら
始
め

る
事
業

＜
訓
練
給
付
金
の
支
給
＞

若
者
等
就
職
・
定
着
総
合
応
援
事
業
（
実
践
的
就
職
支
援
事
業
）

◇
対

象
者
：
定
型
型

訓
練
に

よ
り

企
業
等

へ
の
一

般
就
労
（
定

型
的
業

務
）
を

目
指
す
者

◇
事

業
内
容
：
（
実

践
）
（

1
）

民
間
訓
練

機
関

（
事
業
委
託
先

企
業
）

が
２
ヶ

月
間
の

訓
練
（
①
社
会
人

基
礎
力
訓

練
・
個
別
相
談
、
②
も
の
づ
く
り

等
基
礎
知
識
訓

練
、

③
も
の
づ
く
り

等
企
業

実
地

訓
練
）

を
実
施

。
（
2）

上
記

訓
練
の

う
ち
、

企
業
実

地
訓
練
受
講
の
訓

練
生
へ
、

訓
練
受
講
給
付
金
と
し
て
支
給
。

目
標

と
実

績

R
2
年

度
R
3
年

度
R
4
年

度
R
5
年
度

R
6
年
度
(
R7
/
1
末
時
点

)

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

目
標

実
績

訓
練

受
講
者

の
就

職
率

8
0
％

8
0
％

8
0
％

6
2
.
8％

8
0
％

5
1
％

8
0
％

5
3
.
3
%

8
0
%

4
3
.
3%

訓
練

受
講
者

数
5
0
人

3
7
人

5
0
人

3
7
人

4
5
人

3
9
人

4
0
人

4
5
人

3
5
人

3
3
人

訓
練

修
了
者

数
5
0
人

3
0
人

5
0
人

3
5
人

4
5
人

3
9
人

4
0
人

3
2
人

3
5
人

3
0
人

訓
練

修
了
者

の
就

職
者

数
4
0
人

2
4
人

4
0
人

2
2
人

3
6
人

2
0
人

3
2
人

2
4
人

2
8
人

1
3
人

実
施

状
況

R
2
年
度

R
3
年

度
R
4
年

度
R
5
年
度

R
6
年
度

(
R7
/
1
末
時
点
)

訓
練

1
0コ

ー
ス

：
定

員
50
人

、
就
職

者
2
4

人
（

う
ち
正

規
雇
用

11
人

）
訓

練
受
講

給
付
金

支
給
実

績
２
人

（
給

付
金

17
5,
6
00
円

、
通

所
手

当
41
6
円

）
⇒

訓
練

修
了
２

人
就

職
２
人

（
う

ち
正

規
雇
用

１
人
）

訓
練
10
コ
ー
ス

：
定

員
50
人

、
就
職

者
2
2

人
（
う
ち
正
規
雇
用
13
人
）

訓
練
受
講
給

付
金

支
給
実

績
７
人

（
給

付
金
38
0
,3
5
0
円
、

通
所
手

当
9,
51
7
円

）
⇒
訓
練
修

了
７

人
就

職
７
人

（
う

ち
正
規
雇
用
２
人
）

訓
練
9コ

ー
ス
：

定
員

45
人

、
就
職

者
20

名
（
う

ち
正
規

雇
用
者

4人
）

訓
練

受
講
給

付
金
支

給
実
績

0人

訓
練

9コ
ー
ス
：

定
員
45
人
、
就
職

者
24

名
（

内
正
規
雇

用
者
２
人
）

訓
練

受
講
給
付

金
支
給
実
績

3
人

（
通

所
手
当
2
1,
08
9円

）

訓
練
7コ

ー
ス
：
定

員
35
人

、
就

職
者

13
名

（
内
正
規
雇
用
者
1人

）
訓

練
受
講
給
付
金
支
給

実
績
０
人

成
果

と
課

題

成
果

課
題

○
カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
を

手
厚

く
実

施
す

る
こ

と
で

、
職

業
適

性
へ

の
気

づ
き
、

自
己
理
解

の
促

進
と

就
労

意
欲

向
上

に
繋

が
っ

た
。

〇
訓
練

生
の

希
望

に
よ

り
、

基
礎

か
ら

実
践

訓
練

に
移

行
参

加
し

た
こ

と
で
、

就
労
意
欲

と
ス

キ
ル

が
高

ま
り

、
就

職
に

結
び

つ
い

た
事

例
実
績
が

5
人
（

リ
ン

ク
ス
モ
デ

ル
）

〇
訓
練
の

受
講
・

通
所
手

当
が

氷
河
期

世
代

限
定

だ
っ

た
為
、

経
済

的
な

理
由

で
訓

練
生

が
企
業

実
習
に

行
く

機
会

を
損
失

す
る
事

例
が
あ

っ
た
（

→
R
7か

ら
は

全
て
の

訓
練
生

が
対
応

に
な
る

よ
う

に
改

善
）

〇
実
習
受

入
れ
が

可
能
に

な
る

幅
広
い

ジ
ャ

ン
ル

の
企

業
新
規

開
拓

、
関

係
性

の
構

築
。

一
般

社
団
法

人
ム

ー
ン

ラ
イ
ト

（
京

都
市
伏

見
区
）

株
式
会
社

t
an
go
 n
on
no

n
on
na
（
京
丹
後

市
）

特
定
非
営
利
活
動
法
人
障
害
・
高
齢
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー
（
亀
岡
市
）

社
会
福
祉
法
人
南
山
城
学
園
（
城
陽
市
）

・
座

学
訓
練

と
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
で

の
実
習

を
通
し

て
、
社

会
人

基
礎

力
、
業

界
別

基
礎
力

や
対
人

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
力

の
養

成
を
実

施
。

・
個

人
及
び

オ
ー

プ
ン

カ
ウ
ン

セ
リ

ン
グ
を

複
数
回

実
施
す

る
こ

と
で

、
訓
練

生
の

メ
ン
タ

ル
面
も

含
め
て

手
厚

い
サ

ポ
ー
ト

を
実

施
。

・
社
会
人
基
礎
力
の
育
成
と
併
せ
、
通
所
介
護
、

訪
問
介
護
を
O
JT
で
実
施
、
介
護
初
任
者
研
修

も
実
施
す
る
こ
と
で
北
京
都
で
の
介
護
人
材
を

育
成
、
地
域
貢
献
に
繋
が
っ
て
い
る
。

・
本
人
の
適
正
に
合
わ
せ
、
調
理
師
の
訓
練
も

実
施
、
調
理
師
人
材
も
育
成
さ
れ
て
い
る
。

・
農
園
で
の
訓
練
を
主
と
し
、
京
野
菜
や
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
の
就
業
体
験
を
実
施
。
対
人

ス
ト
レ
ス
の
あ
る
訓
練
生
に
は
、
自
然
と
向
き

合
う
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
訓
練
に
臨

め
る
環
境
が
整
っ
て
い
る
。

・
リ
ン
ク
ス
モ
デ
ル
と
し
て
、
基
礎
か
ら
実
践

に
継
続
で
参
加
す
る
訓
練
生
が
多
数
。

・
法
人
内
事
業
所
（
カ
フ
ェ
）
で
調
理
、
接

客
実
習
を
実
施
。
個
人
特
性
に
合
わ
せ
業
務

を
分
担
。
実
習
と
合
わ
せ
、
座
学
に
て
社
会

人
ル
ー
ル
の
学
習
を
実
施
。

・
法
人
傘
下
に
高
齢
、
障
害
、
介
護
事
業
所

を
多
数
持
ち
、
介
護
分
野
に
関
心
の
あ
る
訓

練
生
に
は
就
労
ル
ー
ト
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。

R
6
年

度
団

体
別

事
業

概
要

【
人
材
の
育
成
】
若
者
等
就
職
･定
着
総
合
応
援
事
業
（
実
践
的
就
職
支
援
事
業
）
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